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●はじめに 

 ラマヌジャンというインドの数学者によって生み出された数である「タクシー

数」からヒントを得て、私たちはそれをもとに「MINTY 数」という数を作った。

そしてその数の法則性などを調べて研究を進めることにした。 

 

 

 

 

 

◎タクシー数と MINTY 数 

 ・タクシー数 

Ta(n) = 𝑥3 + 𝑦3 = 𝑎3 + 𝑏3 = 𝑚3 + 𝑛3 = ⋯ 

「二つの立方数の和として n 通りに表される最小の

正の整数 Ta(n)」 

 

例）Ta(2) = 13 + 123 = 93 + 103 = 1729 

 

先述の通り、タクシー数とはインドの数学者であるラマヌジャンと、イギリス

の数学者であったハーディによって作りだされた数である。規則性はないとい

われている。名前はラマヌジャンが入院している病院をハーディが訪れた時に

乗ったタクシーのナンバーが「1729」であり、この「1729」が「二つの立方数

の和として 2 通りに表される最小の正の整数」すなわち「Ta(2)」となっていた

ことが由来している。 

 

 

 

 

 

 

 



●MINTY 数 

𝐌(𝐧)＝𝒙𝟐 + 𝒚𝟐 = 𝒂𝟐 + 𝒃𝟐 = 𝒎𝟐 + 𝒏𝟐 = ⋯ 

「二つの平方数の和として n 通りに表される最小の

正の整数 Ｍ(n)」 

※ただしx, y, a, b,m, nは正の整数 

 

例） 

𝐌(𝟏)＝𝟏𝟐 + 𝟏𝟐 = 𝟐 

𝐌(𝟐)＝𝟏𝟐 + 𝟕𝟐 = 𝟓𝟐 + 𝟓𝟐 = 𝟓𝟎 

𝐌(𝟑)＝𝟏𝟐 + 𝟏𝟖𝟐 = 𝟔𝟐 + 𝟏𝟓𝟐 = 𝟏𝟎𝟐 + 𝟏𝟓𝟐 = 𝟑𝟐𝟓 

 

 

●研究の目的 

 私たちの数学の先生の車のナンバーが、タクシー数として有名な「1729」で

あることからタクシー数に興味を惹かれた。しかし、タクシー数は立方数であ

るため数値が大きくなりやすく、その計算処理が困難になってしまうことを懸

念して、立方数の代わりに平方数を用いた。そうして作った数が上記に示した

MINTY 数であり、タクシー数に見られない規則性が MINTY 数には見られるか

どうかなどを調べた。 

 余談だが MINTY 数の名前は数学班メンバーの名字のイニシャルを並べてで

きた、「minty」という英単語を採用したのが由来である。またこの「minty」

という単語には「ミントの香りの」という意味がある。(ただし MINTY 数が本

当にミントのようにさわやかな数であるとは断定できない。) 

  



●実験方法① 

・Google スプレッドシートの縦の列と横の行に 1²から 200²まで並べ、縦の列

と横の行の和を表示させる 

・重複する数があるセルに、重複する個数に応じて色分けする 

 

 

 

 

●結果と考察① 

○結果 

M(1)=2, M(2)=50, M(3)=325, M(4)=1105, 

M(5)=8125, M(6)=5525, M(8)=27625 

○考察 

𝑴(𝟏)<𝑴(𝟐)<𝑴(𝟑)<𝑴(𝟒)<𝑴(𝟔)<𝑴(𝟓)<𝑴(𝟖)となっているため、

MINTY 数に単純増加の規則性は見られない 

 

 

 

 

 



●実験方法② 

効率化を図り、プログラムを使って MINTY 数を見つけることにした。 

プログラミング言語 Python を使用し以下のプログラムを作成 

 

・MINTY 数を見つけるプログラム

 

 

・平方数をつくる和の組み合わせを見つけるプログラム 

 

 

 



●結果と考察② 

○結果 

M(7)=105625, M(9)=71825, M(10)=138125, 

M(11)=5281250, M(12)=160225, 

M(13)=12211025, M(14)=2442050, 

M(15)=1795625, M(16)=801125, 

M(18)=2082925, M(20)=4005625, 

M(24)=5928325, M(32)=29641625 

※実験①で既出の MINTY 数は省略 

 

 

○考察 

 ・M(2)を除くすべての MINTY 数は 5 の倍数(4 で割ると１または２余る数)

ではないか 

⇒まだ証明には至っていないが、十分に期待される性質である。 

 

 ・ｎの値が素数のときに MINTY 数の値が急激に大きくなる 

⇒実験③へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●実験方法③ 

以下のグラフを作成し、MINTY 数の値の変化の様子を考察した。 

・MINTY 数の 10 を底とする対数(常用対数)をとった数を縦軸、ｎの値を横

軸にとったグラフ 

 ・例外となった M(13)を除いたグラフ(近似曲線付き)   



●結果と考察③ 

 ・ｎの値が素数のときだけグラフのおおよその線から外れ、二次関数のような

グラフを描く。ただし M(13)はその曲線から逸脱している。 

 ・この先も素数の𝑛のときの𝑴(𝒏)が近似曲線どおりに単調に変化するならば、

比較的簡単に𝑀(17)や𝑀(23)などが見つけられるかもしれないが、素数であるこ

との不安定さや、例外(𝑀(13))が存在することから、はっきりと断定することは

できない。 

 

●今後の課題 

 今後は、MINTY 数と素数との関係性について詳しく調べていきたい。そのた

めに、プログラムを用いて大きい値の MINTY 数を、より効率的に見つけたい。

また、MINTY 数が５の倍数になることの証明をし、最終的には MINTY 数を一

つの公式に表せるようにしていきたい。 
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